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コウヤマキは日本固有の常緑針葉樹で、高野山に多くみられることからその名に由来

するといわれ、一科一属一種の極めて特異な樹種です。

用途は主に建築、器具などで、水に強くて腐りにくい特徴から、古くから風呂桶や船

舶等にも使われてきました。

木曽谷地域でのコウヤマキの生育箇所は限られていますが、「城山史跡の森」の遊歩道

の沿線には群をなして生育している箇所があります。

平成１９年、城山地区における自然再生に関する現地検討を踏まえ、コウヤマキの後

継樹の育成、保護を目的として生育地周辺での整備等を実施することとし、翌２０年の

調査地（プロット）等の設定、２１～２２年度には生育の阻害要因と考えられたホオノ

キ、リョウブ等の下木処理を行いました。

プロットの設定は、下木処理を実施した箇所に３プロット（１×１ｍ）、前生樹が既に

生育し、下木処理を行わなかった箇所のうち前生樹多・前生樹少で各１プロットを設定

し、２１年から稚幼樹の生長調査を継続して行っています。
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今年度の調査では、５プロット合計で４５個体となり、調査開始から約２倍と増加傾

向を示しています。また、下木処理を行った箇所（プロット２～４）では約３倍と、対

象区（プロット１，５）より上回っています（図－１）。

また、稚樹高では各プロットとも３倍程度の大きさとなり、順調な生長を示していま

す（図－２）。

さらに、今年度からは他の植生についても調査を行い、プロット１及び５ではコメツ

ガが生育していたことに加え、プロット５では常緑低木のソヨゴが多数生育していまし

た。プロット２～４ではコメツガ、ヒノキ、サワラが発生し、２～３割の樹種構成とな

っていました（図－３）。

調査開始から８年が経過し、下木を処理したことで発芽促進の効果は示唆されてきた

ところですが、生長量では顕著な差異は見受けられない状況となっています。また、他

の植生が混在する中で、コウヤマキの生長がどのように推移していくか、引き続き経過

観察を行っていきたいと考えています。

図－１ 個体数の推移
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図－２ 生長量の推移

図－３ プロットの樹種割合
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平成２９年１１月３０日（木）～１２月１日（金）に林野庁で開催された平成２９年

度国有林野事業業務研究発表会において、「木曽谷支援の取組について」と題して御嶽山

噴火以降低迷している木曽谷への復興支援を目的として、「木曽川下流域の中京圏との交

流イベント」「木曽谷復興支援ツアー」「木曽地域の観光協会等と連携したパズルラリー

の実施」による観光客誘致の一助となる取組について発表しました。発表結果は森林ふ

れあい部門７課題の中において、地域連携による活動等が評価され、林野庁長官賞（最

優秀賞）をいただき、昨年度の中部森林技術交流発表会での局長優秀賞に続く受賞とな

りました。

国有林野事業業務研究発表会 林野庁官賞受賞

中部森林技術交流発表会の様子


